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4 　 保 存 期 慢 性 腎 不 全 に対する大黄方剤の血清尿

素窒素（B U N）低下作用

川田一也（水原郷病院内科）

慢性腎不全 の 進行を抑制 し, 透析導入 遅延 効果

がある薬剤として, 経口吸着剤 A S T -12 0 な どと と

もに, 多数の 漢方方剤も報告され て い る .

今回, 慢性糸球体腎炎 による保存期慢性 腎不全

5 例に, 大貴末及 び大貴甘辛湯を投与 し, 血 清尿

素窒素( B U N) の低下作用を検討 した .

( 1) 5 例とも, B U N お よ び B U N : 血清 ク レ ア チ

ニ ン 比 は低下傾向を示 した .

(2) 大貴方剤 によ る血清尿素窒素( B U N ) の 低 下

の 臨床的意義, 特 に透析導入遅延効果 に つ い て

は
, ｢ 証+ 及 び ｢ 判定基準+ も含 め , 更に 詳細

な検討が必要である .

5 　 新 潟 県 に お け る 薬 草 に つ い て （ 1 ）

須永隆夫（木戸クリニック）

【緒言】 新潟県 の 各地 に , その 地域 で使 わ れ て

きた薬草 が多い . 民間薬や漢方薬 の 材料 と して使

われ てきた . 今回, 黄連, お けら, 荷薬, 当帰, トリ

カブ ト,
ヨ モ ギな どの 現状 の ごく 一 部を調査 した

の で報告する .

【方法, 結果】 生産者, 保存会 , 薬用植物 園 の メ

ン バ ー より聞き取り, 現地見学 と した . 又, 県の 生

薬生産担当部よ りの 資料を参考と した . 昨年の 要

旨集 の 表紙は五頭黄連で ある . 野生種も各地 にみ

られ ,
五頭薬用植物園には数種 がある . 位渡 で は

,

江戸時代 に特産品の 記録 がある . おけら は佐 渡お

けらと し て
, 以前に は栽培 され て い た が現在で は

野生化 して い るもの と
一

部保存さ れ て い るもの が

ある .

一

部は奈良県と北海道 , 津南 で栽培 さ れ て

い る . ヨ モ ギか ら造 るもぐさは上越 地方が 全国
一

の 生産量である .

【まとめ , 考 察】 新 潟県 に お ける 生薬 の い く つ

か の 現状を追 っ た . 佐渡お けら の よう な稀 少種も

ある . 生薬に親しみなが ら , その 保存と国内生産

に むけて も関心をむけられた ら思う .
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I .  一般演題

1 　 胸 部 大 動 脈 瘤 に 対 す る ス テ ン ト グ ラ フ ト の 経

験 ― ― 開 胸 式 と 経 カ テ ー テ ル 式 ― ―

榛沢和彦・諸久永
北村昌也・名村理
斉藤正幸・林純一（新潟大学第二外科）

2 　 マ ン モ グ ラ フ ィ ー 用 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 診 断

（ C A D）システムの試験用経験

上田純一・椎名眞

植松孝悦・小林晋一（県立がんセンター新潟病院放射線科）

1 ) デ ジタ ル マ ン モ グ ラ フ ィ
ー ( F C R - M M G )

の 画像デ
ー

タ を用 い た コ ン ピ ュ
ー

タ支援診 断

( C A D ) の 試用経験 に つ い て報告した .

2 ) 今何試用 した C A D シ ス テ ム は デ ジ タ ル デ
ー

タをその まま利用 して い る点が特徴 で あり , 処

理速度が速く日常診療 へ の 応用も十分可能な レ

ベ ル だ っ た .

3 ) 当院 の 乳癌症例7 7 例 (306 画像) を用 い た診

断能に つ い て の 検討 で は
, 腺病影 の 検 出率 が65

% , 石灰化巣 の 検出率が72 % と他施 設 の 報告 に

比 し不良であ っ た .

4 ) しか し, 石灰化巣 の 検 出に つ い て は現在 で も

十分有用 で あり, 今後プ ロ グラ ム を改善する こ

と によ っ て 外来診療や
, 検診 - の 導 入が期待 さ

れ る シ ス テ ム で あると考えられ た .


